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 新総合計画基本構想において，市民，地域と行政とが手を携えて課題に立ち向かう「私

たちの政府」を築き，市民主体の藤沢づくりを私たち自身の力で進めていくことを宣言

しました。 

 そして，その活動によって，安心で着実な生活と豊かで暮らしやすく，持続可能なま

ちを形成し，藤沢で暮らすことに誇りを持てるまちをつくることになること，また藤沢

が子や孫やさらにその将来の世代まで住み続けたいまちとなることを追求していきま

す。 

 この「私たちの政府」による活動を実践するためには，理念や目標，情報，対象といっ

た基本的な枠組みを市民，地域と行政が共有する必要があります。 

 新総合計画基本計画では，このような藤沢づくりのために必要な，将来像の実現のた

めの施策となる戦略目標，政策などの事項を示します。 

 

１ 基本計画の位置づけと視点 

 

 (1) 基本計画の位置づけ 

この新総合計画基本計画では，基本構想の理念，方向性などを受け，都市ビジョン，

将来像を実現するために必要な市域全体や地域の戦略目標や政策及び地域づくりの

ための仕組みと進め方，中長期財政計画，進捗管理などを示します。 

 

 (2) 基本計画の視点 

 「私たちの政府」の仕組みの骨格と視点は，次の２点です。 

  ア 新しい公共 

 市民，市民ボランティア，ＮＰＯ，大学，企業等の知恵と力を集め，民間

と行政とのパートナーシップを強化し，それぞれの持つ資源やノウハウを活

用しながら，多様な主体との公民連携による「新しい公共」を実現します。

 

 

 

 

    現総合計画は，公共サービスの提供について，すべて行政が行うことを基本と

しています。このことから，新総合計画の基本計画においては，「新しい公共」

の視点により， 

   (ｱ) 市民，地域等が基本として担う公共サービス 

   (ｲ) ＮＰＯ，ボランティア，企業等が担う公共サービス 

   (ｳ) 行政が担う公共サービス 

   (ｴ) 市民，地域と行政が連携して担う公共サービス 

   の観点から整理します。 

イ 地域分権 

 

 

 

 

 

市の権限と予算などを市民センター・公民館に分散する「市内分権」と地

域経営会議と市民センター・公民館が連携して地域のめざす方向を明らかに

し，自助，共助，公助によって地域づくりを進める「地域内分権」を，総称

して「地域分権」といいます。 

市内分権(権限・予算の移譲)と，地域経営会議と市民センター・公民館等の連

携による地域づくりを進めるための地域内分権において，それをつなぐアプリ

ケーション(目的に応じて使う専用プログラム)との間にプラットフォーム(共用

の土台)をつくります。 

    したがって，地域分権を進めていく共通のプラットフォームを，基本計画に位

置づけます。 
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２ 基本計画の構成と内容 

 

 (1) 基本計画策定に当たっての考え方 

   現総合計画の課題をふまえ，新たな基本計画は，「ふじさわ未来課題」から長期

アウトカムの指標を導き，具体の施策等をつくりあげる設計とします。 

   基本計画では，長期アウトカム指標を明らかにします。 

  ア 長期アウトカムの設定レベルは，「政策の目標」「政策の見出し」です。 

  イ 長期アウトカム指標では，「藤沢づくり」（市域全体のまちづくり計画）「地域

づくり」（地域まちづくり計画）のめざすべき成果と満足度を政策目標として明

らかにすることとします。 

 

■　都市ビジョン１ １　地域自律型の「藤沢づくり」を育むまちi 戦略目標１ 目的－１

 　　市民の力が育てる生活充実都市 アウトカム指標

２　明日の藤沢を担う「藤沢のこどもたち」を育む環境 

３　市民力・地域力による安全で安心して暮らせるまち 

■　都市ビジョン２ ４　共に生き、共に創る地域社会の創出

 　　地域から地球に拡がる環境行動都市 戦略目標２

５　豊かな地域資源の次世代への継承・発展 アウトカム指標

６　地球温暖化防止など未来の地球環境への投資

■　都市ビジョン３
　　さらなる可能性を追求する創造発信都市

７　「藤沢づくり」を支える都市構造の再構築と地域経
済の活力再生

　　　 　　 戦略目標３

 ８　公共資産の維持管理と有効活用 アウトカム指標

目的－２

９　「藤沢ライフスタイル」と「湘南カルチャー」の創出

基本構想 基本計画

将
来
像
と
３
つ
の
理
念

私
た
ち
の
政
府

目的－２

目的－３

目的－１

目的－２

目的－３

目的－１

政策－１ 

政策－２ 

政策－３ 

政策－１ 

政策－２ 

政策－３ 

政策－１ 

政策－２ 

 
図 1 基本計画のフレーム 

 

 (2) 基本計画の構成 

  ア 新総合計画の中での基本計画の役割 

基本計画は，将来像，都市ビジョンを実現する上で必要となる情報を体系的に

示すものです。基本構想の理念を受け，情報を整理することにより，戦略目標や

目標値をしめします。その目標にそって行動体系となる実施計画を導き出します。 
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計画
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計画 市域全体の実施計画
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捗
管
理

地域経営実施計画

地区別
まちづくり実施計画

中長期財政計画
等 短期財政計画等

地域づくりの
仕組みと進め方

地域づくりの
仕組みと進め方

 
図 2 新総合計画の構成 
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  イ 計画期間 

基本計画は，前期・後期の１２年間（３年毎のローリング1）とします。 

 

 (3) 基本計画の内容 

   基本構想の理念を受け，次の事項を示します。 

  ア 基本計画の構成 

    基本計画には次の事項を記載します。 

(ｱ) 市域全体のまちづくり計画 

(ｲ) 地域まちづくり計画 

(ｳ) 地域経営会議と市民センター・公民館による地域づくりの仕組みと進め方 

(ｴ) 進捗管理の方法 

(ｵ) 中長期財政計画 

イ 基本計画の内容 

(ｱ) 市域全体のまちづくり計画 

    ａ 「都市ビジョン」と９つの「藤沢づくりのめざす方向性」を達成するため

の，「戦略目標」と｢政策｣を掲げます。 

ｂ 基本となる「戦略目標」とそれを支える「政策」を実現するための活動の

あり方，あるべき姿と，それに対応する長期アウトカム指標を示します。 

ｃ 「気づき」「政策の棚卸」「地域活動の棚卸」から明らかになった「ふじさ

わ未来課題」を示します。 

ｄ 藤沢の新たな都市構造の概要を示します。 

(ｲ) 地域まちづくり計画 

ａ 「都市ビジョン」と９つの「藤沢づくりのめざす方向性」を達成するため

の，地域の「戦略目標」と｢政策｣を掲げます。 

ｂ 基本となる「戦略目標」とそれを支える「政策」を実現するための地域で

の活動のあり方，あるべき姿と，それに対応する長期アウトカム指標を示し

ます。 

ｃ 「気づき」「政策の棚卸」「地域活動の棚卸」から明らかになった地域の「ふ

じさわ未来課題」を示します。 

   (ｳ) 地域経営会議と市民センター・公民館による地域づくりの仕組みと進め方 

ａ 基本構想に基づき，地域経営会議と市民センター・公民館は，地域の課題

や戦略を，自助，共助，公助の視点に立ち，地域が主体となって責任ある地

域自律の地域づくりを行うための仕組みと進め方を策定します。 

ｂ 地域経営を行い，地域分権を進めるために，各地区の地域経営会議と市民

センター・公民館は，地域経営戦略１００人委員会等での検討内容をふまえ，

「地域市民」の声を聞きながら，原因や背景を分析し，課題と戦略を決定し

ます。 

   (ｴ) 進捗管理の方法 

  ａ 市域全体のまちづくり計画と地域まちづくり計画のＰＤＣＡサイクルに

基づく進捗管理の仕組みを策定します。 

ｂ 政策・施策・事務事業の進捗管理システムを総合計画の執行管理システム

として位置づけるために，アウトカム指標（数値目標）を設定します。 

 ｃ 上位目標(政策の戦略)を設定し，その評価に必要な下位目標を設定すると

いう順序で，演繹的に目標の階層化を図り政策体系を構築します。 

 ｄ 上位に位置する目標(大目標)には，定量的なアウトカム指標が設定されて

                            
1
ローリング 計画の実行→分析・評価→計画の修正・実行というサイクルを繰り返していく方法 
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いない場合，評価の際には，下位に位置する目標に係る達成度をもって上位

概念の達成度が評価される仕組みとします。 

(ｵ) 中長期財政計画 

ａ 現基本計画・実施計画においては，予算計上されている事業と総合計画の

政策・施策と事業との関係が必ずしも明確ではありません。その結果，総合

計画予算と財政計画に乖離が生じ，必ずしも中長期の財政計画と総合計画と

が連動されていない状況にあります。 

したがって，新たな基本計画においては「総花的に列挙されている」政策

を改めるとともに，中長期財政計画の最終部分においては，公共資産の有効

活用，新たな財源の確保等や歳出面においては，「新しい公共」「行政改革」

などの視点を考慮した上で検討する必要があります。 

ｂ 財政計画の背景には，人，もの，金，情報，時間等といった行政経営資産

の再配分の視点が重要であり，「新しい公共」の観点から総合計画を資源配

分の中長期財政計画を連動させる工夫が必要となります。 

 

３ 基本計画における「ふじさわ未来課題」の導き方 

 

 (1) 「ふじさわ未来課題」の定義 

課題とは，あるべき姿と現実とのギャップであり，このギャップを埋める活動の

方向を定め，到達点を「見える化」することにより，着実に目標に到達することが

可能となります。 

市民力・地域力・行政力を発揮して分析，解明する課題を，「ふじさわ未来課題」

とし，基本計画では，あるべき姿と現実とのギャップであり，このギャップを埋め

る活動の方向を定め，到達点を「見える化」することにより，着実に目標に到達す

ることが可能となります。 

市民力・地域力・行政力を発揮して分析，解明する課題を，「ふじさわ未来課題」

とし，基本計画では，基本構想で示した流れにそって進めるべき具体的な目標や戦

略を示していきます。 

 

年年

価
値
価
値

現状
（気づき）

現状現状
（気づき）（気づき）

現状からあるべ現状からあるべ
き姿までの到達き姿までの到達
ルート＝「戦略」ルート＝「戦略」

あるべき姿あるべき姿あるべき姿

11 22 33 ‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥

都市ビジョン都市ビジョン都市ビジョン

将来像将来像将来像

戦略戦略
現状とあるべき現状とあるべき
姿のギャップ姿のギャップ

ふじさわ未来課題ふじさわ未来課題ふじさわ未来課題

基本構想基本構想

基本計画基本計画

活動活動
成果成果活動活動

成果成果

 
図 3 基本計画の課題解決モデル 
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 (2) 「ふじさわ未来課題」の導き方 

基本計画における「ふじさわ未来課題」は，「気づき」「行政政策の棚卸」「地域

活動の棚卸」より導き出します。 

 

市域全体のまちづくり計画市域全体のまちづくり計画 地域まちづくり計画地域まちづくり計画

＜ふじさわ未来課題＞＜ふじさわ未来課題＞

生活実感生活実感 行政活動行政活動 地域活動地域活動

地域経営戦略地域経営戦略
100100人委員会人委員会

庁内新総合計画庁内新総合計画
検討会議検討会議

地域経営会議地域経営会議

生活実感・行政活動の実感・地域活動の実感生活実感・行政活動の実感・地域活動の実感

＜ふじさわ未来課題の重み付け＞（10,000人アンケート）

重点課題の決定

戦略目標の設定・指標設定戦略目標の設定・指標設定

「ふじさわ未来課題」のマトリクスへの投入

 
図 4 気づき・棚卸とふじさわ未来課題・計画 

 

ア 生活実感からの「気づき」の収集 

    市民に対し広範に実施した１３，４００件の「気づき」調査（収集）から，生

活実感に基づく地域のニーズ，課題を収集し，「ふじさわ未来課題」を導き出し

ます。 

  イ 行政政策の棚卸 

   (ｱ) 基本構想に定められた「私たちの政府」の仕組みと「藤沢づくりのめざす９

つの方向性」を前提に，行政実感から現政策・施策を精査し，不足する施策，

目標を達成した施策，「めざす方向性」にそぐわない施策，新規で入れ込む施

策等を整理し，「ふじさわ未来課題」に加えます。 

   (ｲ) 整理については，基本構想における「新しい公共」「地域分権」の視点から

行います。特に「新しい公共」については，次の視点から整理するものとしま

す。 

  ウ 地域活動の棚卸 

    地域内分権を進めるため，自治会・町内会，ボランティア団体，ＮＰＯ，大学，

起業等が地域で行っている自助，共助による活動を把握し，「新しい公共」の視

点からパートナーシップの関わり方を整理し，「ふじさわ未来課題」とします。 
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４ 基本計画の評価・見直し 

 

予測困難な社会情勢，経済情勢の変化が生じた場合は，必要に応じて基本計画を

見直すものとします。 

 

５ 策定プロセス 

 

  基本計画は，市民力・地域力・行政力を発揮して策定します。 

策定プロセスと各会議体の役割分担については，次のとおりとします。 

 

 (1) 「ふじさわ未来課題」の確定 

  ア 地域経営戦略１００人委員会は，市民アンケートにより収集した，生活実感に

基づく，「気づき」について，「ふじさわ未来課題」の分類表への埋め込みを行い

ます。 

  イ 庁内新総合計画検討会議とわいわい・がやがや・わくわく会議は，基本構想の

理念と５つの基本条件を踏まえ，現在の藤沢を取りまく将来予測に基づく藤沢の

課題（「政策課題の棚卸」）や「藤沢の強みと弱み」に基づく課題を抽出し，「ふ

じさわ未来課題」の分類表への埋め込みを行います。 

  ウ 市民センター・公民館と地域経営会議は，自治会・町内会，市民ボランティア，

ＮＰＯなどの地域活動の主体と内容を整理（「地域活動の棚卸」）して，課題を抽

出し，「ふじさわ未来課題」の分類表への埋め込みを行います。 

 

  エ 総合計画審議会は，基本計画の策定プロセスを検討・確認し，「ふじさわ未来

課題」の分類表の取りまとめや課題に対する助言等を行います。 

 

 (2) 「ふじさわ未来課題」の重み付け 

  ア 各会議体から抽出された「ふじさわ未来課題」を基本構想の「都市ビジョン」

と「９つの方向性」に基づき整理し，事務局は，重要度満足度の観点から，無作

為抽出した市民を対象とした１０，０００人アンケート調査を行い，課題の重み

付けを行います。 

  イ 重み付けされた課題のうち，市域で共通して取り組む課題は，市域全体のまち

づくり計画に，また地域固有の課題は，地域まちづくり計画へと各計画への割振

りを行います。 

  ウ 地域経営戦略１００人委員会・地域経営会議では，重み付けされた結果に基づ

き，課題の深掘り（分析）を行います。 

 

(3) 基本計画案の策定 

  ア 市民センター・公民館と地域経営会議は，「ふじさわ未来課題の重み付け」結

果及び地域経営戦略１００人委員会での検討結果を勘案して，地域まちづくり計

画（案）を策定し，地域経営戦略１００人委員会において意見交換を行います。 

  イ 庁内新総合計画検討会議等は，「ふじさわ未来課題の重み付け」結果及び地域

経営戦略１００人委員会での検討結果を勘案して，市域全体のまちづくり計画

（案）を策定します。 

  ウ 総合計画審議会では，総合的専門的見地から地域まちづくり計画（案）及び市

域全体のまちづくり計画（案）に対し意見提案を行うとともに，基本計画案の取

りまとめを行います。 
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  エ 総合計画審議会は，取りまとめに当たり，地域経営戦略１００人委員会との合

同協議を行います。 

  オ 討論型世論調査「藤沢のこれから，１日討論」では，基本計画の役割分担値を

期待値とした場合に，当事者として活動できるのか，その障壁となる課題は何か

についての討論を行い，目標値を調査するものとします。 

 

 

「藤沢のこれから，集中討論」
（討論型世論調査：

市民1000人調査・200人討論）

「市民力」「市民力」

パブリック・コメント

市民電子会議室 等

「行政力」「行政力」

総合計画審議会

地域経営戦略地域経営戦略
100100人委員会人委員会

「地域力」「地域力」

合同協議合同協議 意見・報告意見・報告

意見
地域経営会議地域経営会議

庁内新総合計画検討会議

わいわい・がやがや・わくわく会議

 
図 5 三層構造の策定プロセス 
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第８回地域経営戦略１００人委員会 

新総合計画基本計画策定に当たっての作業工程について 

 

第４回１００人委員会（１１月２９日） 

① 気づきのアンケートの検討 

 

第５回１００人委員会（１２月１２日） 

② 収集方法の検討 

 

  委員の皆さんにご協力いただき，13,400 枚のアンケートから、約 40,000 件の気づき

を抽出しました。    → 終了 

 

第６回委員会（２月２７日） 

③ 整理表(ふじさわ未来課題マトリクス)の縦軸項目の検討 

 

   ３月１５日に有志の委員の皆さんとマトリクス項目の検討を行いました。 

 

第７回委員会（３月２７日） 

④ 「気づき」のカードのグループ化と仕分け  

 

第８回委員会（４月１８日） 

⑤ 「気づき」の集約，分類結果の「ふじさわ未来課題」候補のフレーズ検討，アンケー

ト原案の検討 

 

  事務局にて作成したフォーマットを基に、今後、地域経営会議と市民センター・公民

館にて、地域まちづくり計画案「地区の概況」「地区の特色」「地区の地域資源」「地域づ

くりのテーマ」「地域まちづくり計画図」等をご検討いただきます。 (昨年、取りまと

めいただいた地区の課題等を基に、整理してください。) 

 

委員会での意見を踏まえ、事務局で無作為抽出による１万人アンケートを実施します。 

→ ４月下旬から５月上旬 

 

第９回委員会（５月１６日） 

⑥ アンケートの重み付け結果の公表，重点的に取り組む未来課題の分析（深掘り） 

 ⑦ 市域全体の課題と地域の課題に分類します。 

 

  地域経営会議と市民センター・公民館は、重み付け結果から地域課題を絞り込みます。 

地域経営会議と市民センター・公民館は、１万人アンケート及び地域課題の深掘り(分

析)を踏まえ、地域の戦略目標と指標づくりを行い、地域まちづくり計画（１次案）の策

定作業を行います。  

 

領域の委員の皆さんは，行政担当部署との意見交換等を行いながら，市域全体の課題
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の深掘り（分析）をしていただきます。 

→ ５月１６日以降６月中旬まで 

 

第１０回委員会（６月５日） 

⑧ ふじさわ未来課題の深掘りの結果や目標設定の経過について，各地区よりご報告いた

だきます。「まちづくり指標」の「現状値」調査と「めざそう値」「役割期待値」の調査

方法等の検討を行います。 

 

   地域では，引き続き地域まちづくり計画（１次案）の策定をいただきます。 

  領域では，引き続き，行政担当部署との意見交換等を行いながら，市域全体の課題の

深掘り（分析）をしていただきます。 

  気づきの深掘りから見えてくる，実施計画に位置づける事業を書き留めていただきま

す。（実施計画の事業候補となります。） 

  → ７月上旬まで 

 

第１１回委員会（７月３日） 

⑨ 各地区や領域での取組状況の報告等をいただきます。また，総合計画審議会との合同

協議において、地域経営会議と市民センター・公民館は、地域まちづくり計画（１次案）

の報告をしていただきます。 

  

  地域では，地域まちづくり計画（２次案）の策定をいただきます。            

  また，地域まちづくり実施計画案の検討と策定を並行して進めていただきます。 

  領域では，市域全体のまちづくり計画に関する，「現状値」調査と「めざそう値」「役

割期待値」にむけた行政担当部署との意見交換や，実施計画に向けた協働事業の提案等

をいただきます。 

→ ８月中旬まで 

 

第１２回委員会（７月３１日） 

⑩ 検討経過の報告 

 

第１３回委員会（８月２１日） 

⑪ 地域まちづくり計画（２次案）の報告 

 

総合計画審議会で基本計画の答申として取りまとめます。 

→１０月上旬 

 

実際の活動，事業，予算等については，地域まちづくり計画に基づく実施計画で検討し

ます。 
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第８回地域経営戦略１００人委員会 

ふじさわ未来課題のフレーズ校正シート 

 

 

課題番号  

 

元のフレーズ  
 

 

イメージが膨らむフレーズ  
 

 

理由や配慮した点など  
 

 

 

提案グループ   
 



ふじさわ未来課題について

平成22年4月18日

地域経営戦略100人委員会（Team238）

第8回 地域経営戦略100人委員会



第第88回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2010/4/182010/4/18））

１．「ふじさわ未来課題」の考え方

前提として

１．理念（基本構想）を行動（実施計画）をつなぐ、情報体系（基本計画）が必要

２．各地区での行動と全市の行動の相乗効果を促す、藤沢づくり（藤沢のまちづくり）の共通基盤が必要

３．行政だけでなく、生活者にも地域にも、まちづくりを考えやすくする入口が必要

私たちの政府（市民力・地域力・行政力）

地域経営 市民主体のまちづくり

新しい公共 地域分権

市域全体のまちづくり計画 地域まちづくり計画

中長期財政計画

地域経営実施計画
(地区別まちづくり実施計画）

市域全体のまちづくり実施計画
短期財政計画

新たな仕組み

多様な連携

進捗管理

地域づくりの仕組みと進め方

進捗管理

ふじさわ未来課題（判断基準・活動基盤）

基本構想
（理念体系）

基本計画
（情報体系）

実施計画
（行動体系）

【地域経営の試行錯誤を進めていく仕組みとプロセス】

１．地域自律型の「藤沢づくり」を育むまち

２．明日の藤沢を担う「藤沢の子どもたち」

を育む環境

３．市民力・地域力による安全で安心して暮らせる

まち

４．共に生き、共に創る地域社会の創出

５．豊かな地域資源の次世代への継承・発展

６．地球温暖化防止など未来の地球環境への投資

７．「藤沢づくり」を支える都市構造の再構築と

地域経済の活力再生

８．公共資産の維持管理と有効活用

９．「藤沢ライフスタイル」と「湘南カルチャー」

の創出

１．地域自律型の「藤沢づくり」を育むまち

２．明日の藤沢を担う「藤沢の子どもたち」

を育む環境

３．市民力・地域力による安全で安心して暮らせる

まち

４．共に生き、共に創る地域社会の創出

５．豊かな地域資源の次世代への継承・発展

６．地球温暖化防止など未来の地球環境への投資

７．「藤沢づくり」を支える都市構造の再構築と

地域経済の活力再生

８．公共資産の維持管理と有効活用

９．「藤沢ライフスタイル」と「湘南カルチャー」

の創出

基本構想で掲げた「藤沢づくりのめざす方向性」

「ふじさわ未来課題」：
① 将来像“いまも未来も住み続けたいまち「湘南ふじさわ」”を実現するための「課題」
② 基本構想で掲げた「藤沢づくりのめざす方向性（9つ）」に取り組む際の「課題」

（※課題とは＝改善すること＆伸ばすこと）
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★ 未来を実現するための「課題（＝改善すること＆伸ばすこと）」を、様々な視点で徹底的に洗い出す。
（①生活実感から洗い出す＆ ②活動実感から洗い出す＆ ③行政実感から洗い出す）

★ 政策・施策の重点化と目標の設定のために、メリハリある形で整理する（重み付けをする）。

★ 未来を実現するための「課題（＝改善すること＆伸ばすこと）」を、様々な視点で徹底的に洗い出す。
（①生活実感から洗い出す＆ ②活動実感から洗い出す＆ ③行政実感から洗い出す）

★ 政策・施策の重点化と目標の設定のために、メリハリある形で整理する（重み付けをする）。

（参考）基本計画の役割とポイント 3

◆ 「基本構想（20年間のビジョン）」と「実施計画（3年間の計画）」を結ぶ

“基本（＝土台・基盤）”となるもの

①「藤沢づくり」と「地域づくり」の中期計画として、課題や指標・具体的方向性を示す。

②「基本計画」と「実施計画」をつなぐ「中長期財政計画ビジョン」の方針を示す。

◆ 政策や施策のＰＤＣＡサイクルの進捗管理等の方針を示し、12年間（3年ごとの
ローリング）を想定。予測困難な情勢変化が生じた際には、必要に応じて見直す

◆ 「基本構想（20年間のビジョン）」と「実施計画（3年間の計画）」を結ぶ

“基本（＝土台・基盤）”となるもの

①「藤沢づくり」と「地域づくり」の中期計画として、課題や指標・具体的方向性を示す。

②「基本計画」と「実施計画」をつなぐ「中長期財政計画ビジョン」の方針を示す。

◆ 政策や施策のＰＤＣＡサイクルの進捗管理等の方針を示し、12年間（3年ごとの
ローリング）を想定。予測困難な情勢変化が生じた際には、必要に応じて見直す

基本計画の役割 ：“基本（＝土台・基盤）”となる計画基本計画の役割 ：“基本（＝土台・基盤）”となる計画

ポイント１．様々な視点で「課題」を見つけ、メリハリを付けて整理するポイント１．様々な視点で「課題」を見つけ、メリハリを付けて整理する

★ 「課題の深掘り」を経て、地域や領域の現状を測れる「指標」を設定する。

★ 様々な主体が共通の目標（指標）を持ち、協働で評価できるようにする。

★ 各地域の特徴を反映した「地域まちづくり計画」にも「課題」や「指標」を位置づける。

★ 「課題の深掘り」を経て、地域や領域の現状を測れる「指標」を設定する。

★ 様々な主体が共通の目標（指標）を持ち、協働で評価できるようにする。

★ 各地域の特徴を反映した「地域まちづくり計画」にも「課題」や「指標」を位置づける。

ポイント２．「課題」を「共通の目標」として視るための指標をつくるポイント２．「課題」を「共通の目標」として視るための指標をつくる

★ 持続的なPDCA(Plan-Do－Check-Action)のサイクルを回すための仕組みを設計する。

★ 全市域と各地区で、相乗効果が出るように共通の枠組みを設計する。

★ 「基本計画」と「実施計画」をつなぐ「中長期財政計画ビジョン」の方針を示す。

★ 持続的なPDCA(Plan-Do－Check-Action)のサイクルを回すための仕組みを設計する。

★ 全市域と各地区で、相乗効果が出るように共通の枠組みを設計する。

★ 「基本計画」と「実施計画」をつなぐ「中長期財政計画ビジョン」の方針を示す。

ポイント３．PDCAサイクルの「進捗管理システム」を位置づけるポイント３．PDCAサイクルの「進捗管理システム」を位置づける



第第88回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2010/4/182010/4/18））

２．「ふじさわ未来課題」のつくり方と「気づき」の活用場面

① 丹念に「気づき（活動実感・生活実感・行政実感）」を収集

！
・気づきアンケート13400件回収（有効回答12365件）

⇒ 発言数：41156発言（4/18時点：一部カウント中）

・100人委員会と地域経営会議による調査、庁内プロ
ジェクトやワイがや会議の調査、ワールドカフェの
ログ、電子会議室やDPでの発言、市民活動団体の
活動理念調査、過去の各種調査…等から収集

！
！

！

② 藤沢の「未来の状態」として表現を整理

・様々な発言を集約するために、元の文章より、
藤沢の「未来の状態」として箇条書きに整理

⇒ 抽出数： 59119件（4/18時点）

・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・

① ～
② ～
③ ～

③ 類似の発言をまとめた「未来課題の種」の作成

・類似の発言を束ねる作業を行い、その共通性を
確認し、抽象度を高めた「未来課題の種」を
検討して集約

⇒ 集約数：450件

④ 「藤沢づくりの方向性」と結び付ける「マトリックス」に分類

・収集・整理・集約をしてきた結果として作成
された「未来課題の種（未来の状態の集約）」
と藤沢市の都市づくりの方向性を結び付ける
「マトリックス」に100人委員会で分類

1 2 3 4 5 6 7 8 9
A
B
C
D
E
F

⑤ 「ふじさわ未来課題」を作成

・マトリックスの各マスの分類を踏まえ
集約

・藤沢市の都市づくりを実現するための
課題として８８件の象徴的なフレーズに

【課題の分析（深掘り）に活用】
「未来課題」の背景には、どこでどのような

「気づき」や「未来の状態」が指摘されていたか
を参考に分析可能（→評価指標を設定する）

＜地区毎の課題＞
地域まちづくり計画
地域経営実施計画

(地区別まちづくり実施計画）

「気づき」の調査項目（例）：100人委員会の場合
１．最近実感した、藤沢市内での何か良いこと、

楽しい・うれしい・心地よい経験
２．藤沢市で生活／活動をしていて、気づいたこと、

気になったこと
３．あなたの地区・領域の魅力・自慢・伸ばすこと
４．あなたの地区・領域の改善すべきこと
５．この先「藤沢市で暮らす・活動する中でこんな

ことができたらなぁ」と思うこと発言集約の準備

類似発言の集約

＜全市共通の課題＞
市域まちづくり計画

市域全体のまちづくり
実施計画

1万人アンケートで「課題」の重点化
藤沢づくりを見据えてさらに整理
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（参考）「ふじさわ未来課題」への集約例

少し歩くと畑があり、土地で取れた物を販売している。

-1 徒歩圏内に畑があること
-2 土地でとれた物を販売していること

-1 身近な田園が豊かに整備されていること
-2 地産地消が進んでいること

-1（５）豊かな地域資源の次世代への継承・発展
×（Ａ）市民生活の安定（安定・落ち着き安らぎ）

-2 （７）「藤沢づくり」を支える都市構造の再構築と地域経済の活力再生
× （B） 市民生活の豊かさ（役に立つ・便利・快適・楽しい）

- 38  快適に暮らせ、居心地のいいまちであること
- 62  安全で安心な食べ物が身近で得られること

5

① 丹念に「気づき（活動実感・生活実感・行政実感）」を収集

② 藤沢の「未来の状態」として表現を整理

③ 類似の発言をまとめた「未来課題の種」の作成

④ 「藤沢づくりの方向性」と結び付ける「マトリックス」に分類

⑤ （他の”種”と組み合わせて）「ふじさわ未来課題」を作成

・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・

① ～
② ～
③ ～

！！
！ ！



第第88回地域経営戦略回地域経営戦略100100人委員会（人委員会（2010/4/182010/4/18））

３．「ふじさわ未来課題」の使い方

ふじさわ未来課題

【ふじさわ未来課題の整理表を作成】

地区・領域から集めた生活実感・活動
実感、行政実感を、相乗効果が出るよ
うに活用するために、一つの枠組みに
整理する
(深掘り時に活用するために、もとの
発言や出所がわかるようにしておく)

【地域ごとのメリハリ】

全市調査を行い、地域ごとにメリハリ
付けをする
（※ 「実現度・重要度調査」を実施）

A
B
C
D
…

ふ
じ
さ
わ
未
来
課
題

まちづくり指標

領 域

A
B
C
D
…

A
B
C
D
…

ま
ち
づ
く
り
指
標

「現状値」
「めざそう値」
「役割期待値」
（活動計画）

【まちづくり指標の設定】

“気づき”の深掘りを経て、
「ふじさわ未来課題」に取り組む際
の「まちづくり指標」を設定する

【指標達成への取り組み方を設定】

「まちづくり指標」の目標設定と
その達成に向けた主体と活動の計画
を設定

全市版 13地区版

生活実感

A B C D
E F G H
I J K L

A B C D
E F G H
I J K L

A B C D
E F G H
I J K L

活動実感 行政実感
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４．「ふじさわ未来課題」の重みづけ（分類）の方法（案）

【 定 義 】

『魅力度』 ＝「実現度（“よく出来ている”と“大体出来ている”の和）」×重要選択率

『ニーズ度』＝「未実現度（“あまり出来てない”と“出来ていない”の和）」×重要選択率

【 分析対象 】

■A）全体 … 全市の傾向

■B）地区別 … 地区別の傾向

■C）年代別 … 年代別の傾向

■D）その他 … 地区間での類似傾向など（検討中）

【 抽出方法 】

「未来課題」の各項目の魅力度・ニーズ度で、

縦軸・横軸ごとに傾向を確認の上、

一定数値（例：平均値）以上の項目を抽出

【
魅
力
度
】

【ニーズ度】

高

高

低

低 平均

平均

油断大敵
戦略大事

より効率的
に魅力維持

協働型の
課題解決へ

とりあえず
先送り

7



2010年4月18日 「ふじさわ未来課題（案）」

（１）
地域自律型の「藤沢づく
り」を育むまち

（２）
明日の藤沢を担う「藤沢
の子どもたち」を育む環
境

（３）
市民力・地域力による安
全で安心して暮らせるま
ち

（４）
共に生き，共に創る地域
社会の創出

（５）
豊かな地域資源の次世
代への継承・発展

（６）
地球温暖化防止など未
来の地球環境への投資

（７）
「藤沢づくり」を支え
る都市構造の再構
築と地域経済の活力

（８）
公共資産の維持管理と
有効活用

（９）
「藤沢ライフスタイル」と
「湘南カルチャー」の創出

生
活

(A)
市民生活の
安定（安定・
落ち着き・安

らぎ）

1  身近な地域での暮らし

やすさが実現していること
9  助けを求めている人に
手を差し伸べられること

18  保健医療サービスが
整い市民が健康に暮らせ
ること

25  挨拶など市民同士でコ
ミュニケーションがとれて
いること

37  古い街並み・海・山・

川などの調和がとれてい
ること 。

49  生活の便利さと環境
保全の両方が実現してい
ること

再生

59  身近に親しみや

愛着のもてる景観が
あること

70  市民が守る自然と、街

並みとの調和がとれてい
ること

78  活気があり、開放的で
温かいまちであること

19  災害に対して市民が
安全で安心して暮らせる
まちであること

26  生活環境を守るため

の地域内での結束がある
こと

38  快適に暮らせ、居心地

のいいまちであること

50  カラス等の対策とマ

ナー向上により、街中がき
れいであること

60  すべての世代が
のびのび・いきいきと
活躍していること

71  移動のためのインフラ
が整っていること

79  いつも緑の豊かさを感
じられていること

（B）

市民生活の
豊かさ（役に
立つ・便利・

快適・楽しい）

2  市民が自慢できるまち

であること

10  子どもを安心して育て

られる環境があること

27  子育て世代のニーズ

に対応していること

39  市民と市が協力し、快

適な生活が実現している
こと

51  豊かな緑に囲まれた

生活が出来ていること

61  海側と山側の特
徴を活かしたまちで
あること

72  日常生活に安らぎを

与えてくれる場所があるこ
と

80  豊かな地域資源を宝

に、楽しい体験ができるま
ちであること

3  市民自らが藤沢を良く

する活動に積極的である
こと

20  治安が良い環境があ
ること

28  あらゆる人が個性を

尊重されていること

40  イベントや物産品など

の地域ブランドが定着して
いること

52 人々の環境への意識
が高く、快適なまちである
こと

62  安全で安心な食

べ物が身近で得られ
ること

73   様々な連携によって，

市民が望むサービスがま
ちにあること

81  訪れる人・住む人に配
慮した心遣いや工夫があ
ること

活
動

（C）

持続的活動

（伝える・維持
する）

4  地域で協働して、暮らし
やすいまちがつくられるこ
と

11  愛郷心をもち、世代を
超えて地域で暮らし続け
ていること

21  安全・安心を高める活
動が盛んであること

29  親と社会が協力して子
どもたちを育てられること

41  身近にある緑が適切

に保全されていること

53  市民の環境美化への

意識を高める工夫がされ
ていること

63  若者の未来を考

えたまちづくりがなさ
れていること

74  市民から身近な公共

施設が大切にされている
こと

82  藤沢の魅力がメディア

で発信されていること

 
12  歴史や文化を次世代
に継承していること

30  地域のために一人ひ

とりの活動が大切にされ
ていること

42  地域にある様々な資

源が活かされていること
64   観光により地域
が元気になること

83  常により良い地域にし

ようと住民が活躍している
こと

（D）

創造・推進活
動 （発展・

チャレンジ）

5  新しいことにチャレンジ

する元気なまちであること

13  地域において教育や

人材育成に熱心であるこ
と

22  観光地として魅力があ

り市民が住みやすいまち
であること

31  世代を超えた交流が

盛んであること。
43  統一感のある景観づく
りが進められていること

54  先進技術を取り入れ

た環境対策がなされてい
ること

65  市の施策が藤沢
の現状をとらえている
こと

75  公共の施設や設備を
使う人が十分にサポートさ
れていること

84  市民の意識が高く、市

民参加型の地域づくりが
進んでいること

32  あらゆる人が協力して

地域のために動いている
こと

44  新しい視点で地域資

源を活かす試みを行って
いること

基
盤

（E）

交流基盤

（交流・つな
がり・連携）

6  いろいろな人との交流

の機会や場が身近にある
こと

14  親と子がよい関係を

築いていること

23  世代を超えて楽しめる
まちづくりがなされている
こと

33  障がいを持つ方が快
適に過ごせるまちであるこ
と

45  市民同士が協力し合

いながら暮らしていること

55  周辺自治体や他地域

と共に環境対策を進めて
いること

66  地域の雇用が安
定していること

76  多くの人々がみんなが
使う物や場所を大切にす
ること

85  まちのために人々が
集まる機会や場所がある
こと

15  近隣や地域の横のつ
ながりを育む活動が活発
であること

34  人々が交流して、平和
でぬくもりのある社会であ
ること

46  子どもが大人になって

も愛着を持てる街であるこ
と

56  ボランティアをする個

人や団体が協力し活動で
きること

67  商店街も大型店
舗も活気があるまち
になること

86  文化が継承され、発展
すること

（F）

市民生活の
基礎（学ぶ・
育む・人材育
成・仕組みづ

くり）

7  誰でも安全・安心に過

ごせるまちであること

16  市民が積極的に交流
できる場が整備されている
こと

24  福祉が充実し高齢者

が守られていること
35  地域の中で何かを教
え合う雰囲気があること

47  河川や海岸が市民の

目線で整備されていること

57  地球環境にやさしい交

通機関が整備されている
こと

68  交通インフラが
整っていること

77  いろいろな市民の学び

の場が充実していること

87  藤沢ならではの取り組

みが実践されていること

8  誰でも気軽に市内の情
報を得られること

17  身近な生活の中でい
つも自然を感じていられる
こと

36  地域の大人が皆で子
どもを育てる社会であるこ
と

48  地域の未来を担う人
材育成がなされていること

58  環境美化に対応した

仕組みが整備されている
こと

69  産業の活力を高
め、地域が元気にな
ること

88  子どもから大人まで、
文化に触れる環境が整っ
ていること
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